
八
ッ
橋
朋
和
（
テ
レ
通
㈱
　
専
務
取
締
役
）

川
邉
　
秀
覊
（
A
f
l
e
x
　
代
表
）

田
村
　
　
忍
（
タ
ム
ラ
建
装
　
代
表
）

青
木
　
啓
明
（
㈲
青
木
工
業
所
　
代
表
取
締
役
社
長
）

頭
川
　
衣
里
（
㈱
ル
・
ク
ラ
ブ
）

全
員
に
よ
る
自
己
紹
介
の
あ
と
、
金
尾
副
会
頭

は
、
優
し
い
口
調
で
商
工
会
議
所
の
活
動
に
つ
い

て
問
い
か
け
た
。
発
言
を
遠
慮
し
て
い
る
参
加
者

に
も
気
を
遣
い
、
時
折
、「
飲
ま
ん
で
す
か
」
と
紳

士
的
に
お
酒
を
す
す
め
る
な
ど
し
、
参
加
者
も
次

第
に
積
極
的
に
発
言
し
、
盛
り
上
が
っ
て
い
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
正
直
、
商
工
会
議
所
の

活
動
が
あ
ま
り
わ
か
ら
な
い
」「
青
年
部
と
し

て
富
山
市
に
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
る
が
、
商

工
会
議
所
全
体
の
施
策
と
し
て
要
望
す
る
方
法

は
な
い
か
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
副
会
頭
は
「
商
工
会
議
所
に

と
っ
て
は
、
国
や
県
、
市
な
ど
へ
の
要
望
・
陳
情

も
大
切
な
活
動
の
一
つ
だ
と
思
う
。
青
年
部
か
ら

も
ど
ん
ど
ん
意
見
を
出
し
て
欲
し
い
し
、
そ
の
意

見
を
反
映
す
る
正
式
な
機
会
を
設
け
る
こ
と
を

検
討
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
」
と
答
え
た
。

ま
た
、「
富
山
に
も
沢
山
の
経
済
団
体
等
い
ろ

い
ろ
な
組
織
が
あ
る
が
、
ど
ん
な
組
織
も
、
現
在

も
含
め
、
次
代
を
担
う
べ
く
活
躍
し
て
い
る
の

は
実
際
の
と
こ
ろ
60
歳
以
下
だ
と
思
う
。
40
代

半
ば
位
以
上
が
中
心
に
な
っ
て
活
動
し
な
く
て

は
、
地
域
も
国
も
、
次
の
時
代
は
成
り
立
た
な
い

と
思
う
」
さ
ら
に
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
に
あ
っ

て
、
日
本
（
富
山
）
と
外
国
、
特
に
対
岸
諸
国
と

の
関
係
は
こ
れ
か
ら
も
っ
と
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
こ
う
し
た
中
で
、
若
手
経
営
者
の
皆
さ
ん
に

は
、
対
外
諸
国
と
の
交
流
の
機
会
も
積
極
的
に

設
け
て
ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

肩
を
寄
せ
合
う
和
や
か
な
談
義
の
時
間
は
瞬

く
間
に
過
ぎ
て
行
っ
た
。
終
了
時
間
に
な
っ
て

も
話
題
は
尽
き
ず
、
談
義
終
了
後
、
副
会
頭
は

参
加
者
と
所
を
変
え
て
、
延
長
戦
へ
と
楽
し
く

向
か
い
、
さ
ら
に
熱
い
談
義
を
交
わ
さ
れ
、
再

会
を
約
し
、
会
を
終
え
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

副
会
頭

金
尾

雅
行

（
富
山
港
湾
運
送
㈱
　
取
締
役
社
長
）

「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
活
動
し
て
ほ
し
い
」

﹇
参
加
者
﹈

居 酒 屋 談 義

串
揚
げ
「
勝
」

　
中
央
通
1
ー
1
ー
20

会場

中
嶋
　
　
誠
（
㈲
中
嶋
工
芸
社
　
代
表
取
締
役
社
長
）

五
十
嵐
　
亮
（
㈲
富
山
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
）

高
橋
　
由
将
（
㈲
高
橋
自
動
車
　
代
表
取
締
役
社
長
）

駒
見
　
良
平
（
㈱
コ
マ
ヤ
　
専
務
取
締
役
）

加
藤
　
源
司
（
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
　
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｐ
）

翠
田
副
会
頭
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気

で
若
手
経
営
者
た
ち
を
迎
え
た
。
参
加
者
は
す

べ
て
青
年
部
会
員
で
、
自
身
も
過
去
に
青
年
部

会
長
を
務
め
た
経
験
か
ら
、
各
個
人
の
経
営
に

つ
い
て
の
話
の
ほ
か
、
青
年
部
活
動
に
つ
い
て

も
話
が
膨
ら
ん
だ
。

参
加
者
か
ら
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
上
げ
る
に
は
と
い
う
質
問
が
あ
り
、
副
会
頭

は
「
社
長
自
身
が
将
来
の
夢
、
希
望
を
具
体
的

に
思
い
描
け
る
か
、
示
し
て
行
け
る
か
に
か

か
っ
て
い
る
。
絵
に
描
い
た
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
社

員
に
す
ぐ
に
見
透
か
さ
れ
る
。
社
長
の
し
っ
か

り
と
し
た
本
気
を
見
せ
、
こ
ん
な
会
社
に
一
緒

に
し
よ
う
と
訴
え
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
か
っ
て

全
員
で
行
動
す
る
こ
と
で
、
社
員
は
自
分
の
会

社
に
誇
り
を
持
つ
。
外
部
で
は
な
く
、
ま
ず
社

員
に
自
社
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
答
え
、
ま
た
、「
い
く
ら
考
え

を
伝
え
て
も
、
お
互
い
理
解
で
き
な
い
部
分
は

必
ず
あ
る
。
し
か
し
、
理
解
で
き
な
い
部
分
も

認
め
、
で
き
る
だ
け
共
有
部
分
を
広
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
」
と
付
け
加
え
た
。

さ
ら
に
、
自
社
の
理
念
、
行
動
指
針
を
紹
介

し
、
賞
与
時
に
は
、
社
員
の
家
族
あ
て
の
手
紙

を
書
き
、
会
社
の
状
況
や
将
来
に
つ
い
て
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
た
。

居
酒
屋
な
ら
で
は
の
「
人
生
道
場
」
的
な
空

気
感
の
中
、
経
営
観
、
人
生
観
を
語
る
副
会
頭

と
そ
の
真
意
を
受
け
止
め
る
参
加
者
に
は
、
意

気
投
合
し
た
親
近
感
が
た
だ
よ
い
、
談
義
の
席

は
終
始
笑
顔
に
包
ま
れ
た
。

副
会
頭

翠
田

章
男

（
㈱
ト
ン
ボ
飲
料
　
代
表
取
締
役
社
長
）

「
自
分
自
身
の
し
っ
か
り
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
ほ
し
い
」

﹇
参
加
者
﹈

「FU
N
K
Y
’s

」

　
総
曲
輪
2
ー
8
ー
6
　
8
番
館
ビ
ル

会場

昭
和
の
雰
囲
気
を
残
す
総
曲
輪
周
辺
、
居
酒
屋
と
い
う
本
音
を
語
り
合
え
る
空
気
の

な
か
、
正
副
会
頭
と
は
ほ
と
ん
ど
が
初
対
面
と
な
っ
た
居
酒
屋
談
義
、
初
め
て
開
催
し

た
こ
の
会
に
参
加
し
た
若
手
経
営
者
は
、正
副
会
頭
が
本
音
で
語
っ
た
生
き
方
、人
生
感
、

話
し
の
中
で
何
を
感
じ
と
っ
た
の
か
。
様
々
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

感
想
は
こ
れ
ら
の
ほ
か
、「
経
営
に
対
す
る
ヒ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
」
と
い
う

意
見
や
、
経
営
の
悩
み
を
抱
え
る
参
加
者
か
ら
、「
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す

勇
気
を
も
ら
っ
た
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
ほ
か
、
正
副
会
頭
の
人
柄
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
限
ら
れ
た
時
間

の
居
酒
屋
談
義
で
あ
っ
た
が
、
正
副
会
頭
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
そ
の
人
柄

に
触
れ
た
若
手
経
営
者
に
伝
わ
り
、
い
つ
も
と
違
っ
た
視
点
か
ら
自
分
自
身
を

客
観
視
す
る
、
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

真面目な話も大事ですが、このような場からこそ新しいパワーが生まれると感じました。

お酒の力
も借りまし

たが、髙木
会頭と本

音

の話がで
き、本当に

良い時間
を過ごせ

まし

た。いろい
ろ失礼な

発言をす
る会員も

おり

ましたが
、若さに免

じてお許
しください

。

近藤副会頭の優しさと豪快さが
印象的で、物事の本質を見極め
る目を持っていらっしゃることに
感銘を受けました。

始めは緊張しましたが、話し込むうちにど

んどん本音トークができるようになりまし

た。近藤副会頭からのアドバイスは今後も

胸に刻んでいきたいです。

ある意味重い話を
とても気さくに明

るくお話しされる
河上副会頭の姿が

印象的でした。我
々もこれからの人

生、まだまだ苦労
すると思いますが

、

大きな勇気を頂い
たと思います。

会社を引き継いだ
時のお話や経営状

況

が厳しかった時の
話など、私の会社と

規

模が違うので想
像できなかった事

を

色々な話を踏まえ
て訓えて頂いた。

親会である商工会議所が何をしてい
るのかをより深く知るきっかけと、金
尾副会頭の温かい人柄に触れること
ができ、大変楽しかったです。

これまで
の経営の

実績や商
工会議所

で

の活動に
ついて具

体的に、
時にはユ

ー

モラスな
お話しが

聞けて素
晴しい時

間

を過ごす
ことがで

きました。

じっくり膝を突き合わせてお話しできたこ

とは大変良かったと思います。翠田副会頭

のお話しは大変示唆に富み、私自身のこれ

からの人生に役立つと感じました。

翠田副会頭のお人柄に触れ、その大きさ
に感銘を受けました。私自身、まだまだ
分からないことだらけですが、いただい
たヒントを参考にこれからの人生頑張っ
ていきたいです。
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